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平成31年（2019年）2月5日

第4回定例会

開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の締切：2月14日（木）正午までに議会事務局へご持参ください。
手話通訳申込の締切：国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通訳者を
配置しております。手話通訳を希望される方は、国立市議会ホー
ムページ又は右ＱＲコードより、「平成31年第1回定例会の手話
通訳の申込みについて」のページをご覧ください。
＊ 日程は変更になることがありますので、市のホームページでご確
認ください。

2・3月議会（平成31年第1回定例会）にお越しください。2・3月議会（平成31年第1回定例会）にお越しください。

 

●   平成29（2017）年度の全会計決算を認定しました
［認定第１～５号→４、５面に詳細］

●   一般会計補正予算が可決し、文化財「本田家」の応急修繕、
児童遊園等遊具の撤去、ベビーシッター利用支援が始まります

［第71号議案→３面に結果］

●   33施設の指定管理者が決まりました
［第76～103号議案→３面に結果］

●   新たな教育委員1名の任命について、同意しました
［第104号議案→３面に結果］

● 議員定数が4月の選挙から21名になります 
［議員提出第13号→３面に結果］

●   議会改革特別委員会の報告がされ、議会基本条例の一部が改
正されました ［議員提出第11号→２面に詳細、３面に結果］

●   学校トイレ洋式化率向上に関する陳情が全会一致で採択され
ました ［陳情第８号→３面に結果］

● 12月議会を市立小学校6年生全クラスの児童が傍聴しました

Topics

　陳情のうち、特定個人・団体を侮辱し、その名誉・信用を毀損すると認められるもの等は、議会運営委員会での
協議を経た確認をもって委員会への付託等を行わず、その写しを各会派に配付する扱いとなります。

議員対談最終回は
テーマ「一般質問」です
８面をご覧ください

国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和な国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和な
まちづくり基本条例が全会一致で可決→２面に詳細まちづくり基本条例が全会一致で可決→２面に詳細

日
182/17 19 20 21 22 23

26 27 28 3/1 2

5 6 7 8 9

2524

43

12 13 14 15 161110

月 火 水 木 金 土

一 般 質 問

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議 本会議 本会議

一般質問
本会議

本会議
初日

本会議
代表質問

本会議
最終日

総務文教
委員会

建設環境
委員会

福祉保険
委員会

議会運営
委員会

19 20 21 22 231817

本会議
予備日

26 27 28 29 302524

議会運営
委員会

国立市議会 検索

↑人権の森　国
こく

立
りつ

ハンセン病資料館（東村山市）を
　市議会で視察
　（詳細はホームページ「くにたち
　市議会（冊子）」に掲載予定です）

『委員会への付託等から除外する陳情の取扱基準』が施行され、
陳情の取り扱いが一部変更となりました。
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ソーシャル・インクルージョンを先駆ける議会へ！ソーシャル・インクルージョンを先駆ける議会へ！

達成の点検をし、議会改革に取り組みました達成の点検をし、議会改革に取り組みました
議会基本条例の目的議会基本条例の目的（市長との緊張関係/開かれた議会/住民福祉の増進）（市長との緊張関係/開かれた議会/住民福祉の増進）

Ｑ
複
数
回
に
わ
た
り
パ
ブ
コ
メ
や
市

民
説
明
会
を
行
い
、
当
事
者
の
意
見

を
受
け
て
内
容
そ
の
も
の
を
変
え
て

き
た
非
常
に
新
し
い
作
り
方
だ
が
、

市
長
の
思
い
は
。

Ａ
こ
れ
は
様
々
な
条
例
の
最
上
位
に

立
つ
基
本
条
例
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て

作
り
上
げ
た
。

Ｑ
全
庁
的
に
共
通
し
て
根
付
か
せ
て

い
か
な
い
と
意
味
が
な
い
が
、
今
後

の
取
り
組
み
の
検
討
は
。

Ａ
第
13
条
に
は
教
育
及
び
啓
発
と
あ

り
、
内
部
に
向
け
た
職
員
研
修
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
６
月
21
日
（
平
和
の
日
）
に
関
し

て
は
、
式
典
な
ど
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
こ
の
条
例
に
基
づ
く
人
権
・
多
様

性
・
平
和
の
観
点
を
踏
ま
え
た
、
式

典
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
当
事
者
の
意
見
も
多
種
多
様
だ
が
、

同
じ
団
体
だ
け
で
な
く
幅
広
く
意
見

を
集
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
そ
の
あ
た
り
は
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
す
べ
て
の
条
例
の
中
に
人
権
・
多

様
性
・
平
和
を
盛
り
込
ん
で
い
く
と

あ
っ
た
が
、
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
施

策
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
様
々
な
と
こ
ろ
に
理
念
を
当
て
て

い
け
ば
、
新
し
い
課
題
の
発
掘
に
繋

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
教
育
に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
理
念
を
実
践

す
る
考
え
な
の
か
。

Ａ
今
後
基
本
方
針
を
定
め
る
中
で
、

方
向
性
を
検
討
す
る
。

Ｑ
人
権
救
済
の
た
め
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
内
容
で
は
、
第
三
者
機
関

の
設
置
な
ど
実
効
的
な
措
置
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
我
が
会
派
の
代
表
に
は
条
例
案
を

出
す
と
い
う
知
ら
せ
が
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
良
い
の
か
。

Ａ
よ
り
丁
寧
に
行
う
べ
き
だ
っ
た
。

先
例
73
に
沿
っ
て
提
出
し
た
。

Ｑ
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
報
告
は

両
論
併
記
で
あ
り
、
削
減
案
は
こ
の

結
論
と
矛
盾
す
る
が
ど
う
か
。

Ａ
結
果
で
あ
り
、
結
論
で
は
な
い
。

Ｑ
特
別
委
員
会
で
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ズ
で
は
、
「
常
任
委
員
会
は
７
人
か

ら
８
人
、
議
長
は
常
任
委
員
会
に
属

さ
な
い
。
22
名
で
適
正
」
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

Ａ
「
決
め
る
の
は
議
会
」
と
の
言
葉

が
あ
っ
た
。
近
隣
市
で
も
議
長
が
委

員
会
に
入
っ
て
い
る
市
が
多
い
。

Ｑ
我
が
交
渉
団
体
に
も
議
員
定
数
削

減
に
賛
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
人
が

い
る
。
な
ぜ
事
前
調
整
が
な
か
っ
た

の
か
。

Ａ
そ
こ
ま
で
考
え
が
至
ら
な
か
っ
た

が
、
丁
寧
な
方
法
と
し
て
議
運
の
３

日
前
を
目
指
す
中
で
、
提
出
に
向
け

努
力
し
て
き
た
。

Ｑ
議
員
定
数
削
減
は
、
議
会
基
本
条

例
第
25
条
、
第
５
条
の
パ
ブ
コ
メ
を

や
ら
な
く
て
も
い
い
と
い
う
事
案
に

該
当
す
る
と
い
う
認
識
か
。

Ａ
提
出
者
が
意
見
を
聞
い
た
結
果
で

は
、
議
員
定
数
削
減
に
賛
成
が
多
数

で
あ
っ
た
。

Ｑ
市
民
税
は
減
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ

定
数
を
減
ら
す
話
に
な
る
の
か
。

Ａ
公
共
施
設
の
建
て
替
え
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
っ
て
い
く
と
の
将
来
予

測
の
も
と
に
提
出
し
て
い
る
。

Ｑ
議
員
定
数
削
減
に
当
た
っ
て
、
行

政
改
革
の
視
点
が
あ
る
の
か
。

Ａ
そ
の
意
図
も
含
ま
れ
て
い
る
。

Ａ
審
議
会
の
中
で
、
手
続
き
や
第
三

者
機
関
の
設
置
の
必
要
性
の
検
討
を

議
論
し
て
い
く
。

Ｑ
教
育
行
政
全
般
に
お
い
て
、
外
国

に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
供
の
抱
え
る
問

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ

る
の
か
。

Ａ
条
例
を
も
と
に
、
推
進
計
画
策
定

の
中
で
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

賛
成　

こ
の
条
例
が
国
立
市
民
、
住

民
、
外
国
籍
の
方
、
全
て
の
方
の
人

権
を
尊
重
し
て
守
っ
て
い
け
る
よ
う

な
中
身
に
し
て
頂
き
た
い
。

賛
成　

ま
ち
で
ど
う
や
っ
て
浸
透
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
子
供
の

教
育
の
中
で
も
、
な
お
一
層
深
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

賛
成　

条
例
を
作
る
の
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
担
い
手
と
し
て
参
画
し
て
い
く

最
初
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
条
例
と

し
て
歓
迎
す
る
。

賛
成　

定
期
的
に
人
が
入
れ
替
わ
る

よ
う
な
規
定
や
仕
組
み
を
持
つ
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
吸
い
上
げ
ら
れ

る
形
に
し
て
頂
き
た
い
。

賛
成　

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
、

審
議
会
任
せ
に
せ
ず
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
か
ら
作
り
上
げ
て
き
た
こ
と

を
高
く
評
価
す
る
。

賛
成　

差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
方
に

と
っ
て
当
事
者
を
入
れ
た
審
議
会
、

実
効
性
の
あ
る
内
容
を
期
待
さ
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
、
差
別
の
な
い
社

会
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

と
は　

…　

全
て
の
人
を
社
会
的
孤

立
や
排
除
か
ら
守
り
、
社
会
の
一 

員
と
し
て
包
み
支
え
合
う
こ
と

反
対　

こ
の
議
案
は
、
会
派
に
丁
寧

に
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
を
欠
い
た

も
の
で
あ
る
。
市
民
の
意
見
の
反
映

と
い
う
地
域
民
主
主
義
に
関
す
る
も

の
が
議
員
定
数
。
こ
の
よ
う
な
形
で

出
す
こ
と
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

パ
ブ
コ
メ
も
、
24
件
中
、
削
減
の

意
見
は
１
件
の
み
で
あ
っ
た
。

　

数
の
力
で
市
民
の
意
見
を
聞
く
間

も
な
く
採
決
す
る
や
り
方
は
、
議
会

基
本
条
例
違
反
だ
。

反
対　

個
人
市
民
税
は
平
成
30
年
の

予
算
書
を
見
て
も
増
え
て
い
る
。
２

０
４
０
年
で
も
７
万
４
千
人
の
人
口

を
維
持
す
る
。
最
近
の
定
数
削
減
は
、

国
分
寺
市
の
２
名
削
減
以
外
は
な
い
。

　

継
続
審
査
し
て
、
足
り
な
か
っ
た

分
を
補
う
努
力
を
し
て
い
く
必
要
も

あ
っ
た
。

　

将
来
世
代
も
立
候
補
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
お
く
の
は
私
た
ち
の
役

目
で
あ
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
を
日
本
で
初
め
て
条
例
に

盛
り
込
ん
だ
国
立
市
議
会
と
し
て
必

要
な
視
点
で
あ
る
。

賛
成　

国
立
市
に
お
け
る
議
員
１
人

当
た
り
の
人
口
は
３
千
462
人
、
多
摩

26
市
で
１
番
多
い
市
で
は
、
１
万
４

千
人
で
、
約
４
倍
で
あ
る
。
議
員
１
人

当
た
り
の
人
口
が
多
く
て
も
、
民
意

を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

　

公
共
施
設
の
再
編
が
予
想
さ
れ
る
。

議
員
自
ら
が
身
を
切
る
改
革
を
行
い
、

１
千
77
万
円
あ
ま
り
の
財
源
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
施
策
が
前
進
す

る
こ
と
を
望
む
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
247
名
の
市
民

に
話
を
聞
き
、
197
名
が
回
答
し
、
賛

成
182
名
、
反
対
５
名
、
不
明
10
名
で

あ
っ
た
。

あらゆる差別を禁止する条例を可決
【第68号議案】　国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例案 [可決]

議員定数が４月の選挙から21名になります
【議員提出第13号】　国立市議会議員定数条例の一部を改正する条例案 [可決]

総務文教委員会

議会運営委員会

こ
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

①政務活動費について
　→増額、現状維持、廃止の３つの意見に整理しました
②議員報酬について
　→現状維持と削減の２つの意見に整理しました
③役職加算について
　→現状維持と廃止の２つの意見に整理しました
④期末手当について
　→ 東京都人事委員会勧告と現状維持の２つの意見に整
理しました

⑤議員定数について
　→ １人削減、４人削減、現状維持の３つの意見に整理し
ました

①国立市議会基本条例での「市民」について
　→３つの選択肢を整理しました
② ソーシャル・インクルージョンに配慮した議会
について

　→研修による認識一致や、具体的実践を研究します
③会派について
　→ 政策集団として位置付けを強化するために条例
を改正し、会派の政策と理念を明確にします

④交渉団体について
　→ 少数会派同士以外でも交渉団体を結成できるよ

うに、条例を改正しました

⑤政策形成サイクルについて
　→ 市民の意見を政策提言につなげる仕組みを整理
しました

⑥ 地方自治法に抵触しない附属機関の設置につ
いて

　→条例に基づく附属機関であることを確認しました
⑦議会図書室の活用について
　→市立図書館等との連携を進めます
⑧災害時の対応全般・防災について
　→災害支援マニュアルの運用検討や訓練を進めます
⑨産休・育休・病休について
　→ 介護や育児、産前産後の会議欠席を可能にした

上で、条例に男女共同参画の推進を明記しました

議会基本条例の点検 議会費の検証

詳しくは
ホームページへ！
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　　　　平成30年第４回定例会　　各会派の議案への賛否
議案
番号 件　名　等

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

５
共
3

公
３

風
２

新
2

社
１

立
1

こ
1

み
１

リ
1

市 

長 

提 

出 

議 

案

予 

算

第71号 平成30年度国立市一般会計補正予算
（第4号）案

【補正額：+4億2,338万1,000円】【補正後総額：319億6,938万5,000円】
危険性がある公園遊具の撤去事業費、ベビーシッター利用支援事業負担金、倒壊の
危険がある本田家の応急補強事業の債務負担行為の追加等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○20

第72号 平成30年度国立市国民健康保険特別
会計補正予算（第2号）案

【補正額：+368万4,000円】【補正後総額：74億4,566万8,000円】
職員の構成変動による増額、東京都へ支払う納付金の確定による減額

第73号 平成30年度国立市下水道事業特別会
計補正予算（第1号）案

【補正額：△4,866万6,000円】【補正後総額：28億6,740万9,000円】
南部中継ポンプ場改築更新工事の契約差金、財源調整等による減額

第74号 平成30年度国立市介護保険特別会計
補正予算（第2号）案

【補正額：△1,370万3,000円】【補正後総額：57億8,528万3,000円】
職員構成の変動、施設介護サービス給付費負担金の執行見込み等による減額

第75号 平成30年度国立市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）案

【補正額：+168万円】【補正後総額：17億3,857万1,000円】
職員の構成変動による増額 

条
例

第68号 国立市人権を尊重し多様性を認め合う
平和なまちづくり基本条例案

全ての人を社会的孤立や排除から守り、社会の一員として包み支え合うソーシャル・
インクルージョンの理念の下、市民の命と暮らしを守り、人権を尊重し多様性を認
め合う平和なまちを実現することを目的とした条例を制定する

第69号
国立市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の利用者負担に関する
条例の一部を改正する条例案

地方税法等の一部改正に伴い、市民税所得割課税額を用いる利用者負担額の算定に
おいて、政令指定都市居住者に不利益が生じないようにする

第70号 国立市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例案

地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税課税限度額の引き上げ、規定の
整備を行う ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

○17・×3

指
定
管
理
者
の
指
定

第76号
～

第97号

管理を行う公の施設（指定管理者の名称）
矢川集会所（矢川集会所運営委員会）、富士見台一丁目集会所（富士見台一丁目
集会所運営委員会）、中一丁目集会所（中一丁目集会所運営委員会）、千丑集会所（千
丑集会所運営委員会）、一本松公会堂（下組自治会）、四軒在家福祉館（四軒在家
福祉館運営委員会）、久保公会堂（久保町内会）、坂下集会所（坂下集会所運営委
員会）、石神集会所（石神集会所運営委員会）、谷保東集会所（谷保東集会所運営
委員会）、富士見台二丁目集会所（富士見台二丁目集会所運営委員会）、南区公会
堂（南区公会堂運営委員会）、くにたち立東福祉館（くにたち立東福祉館運営委
員会）、青柳福祉センター（青柳福祉センター運営委員会）、西福祉館（西福祉館
運営委員会）、東福祉館（東福祉館運営委員会）、北福祉館（北福祉館運営委員会）、
中平地域防災センター（中平自治会）、東地域防災センター（東地域防災センタ
ー管理運営委員会）、下谷保地域防災センター（下谷保町内会）、富士見台地域防
災センター（富士見台地域防災センター管理運営委員会）、中地域防災センター（中
地域防災センター管理運営委員会） 

指定の期間
平成31（2019）年4月1日から
平成41（2029）年3月31日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○20

第98号
～

第103号

下記施設について、公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団を指定管理者
に指定
谷保第３公園野球場、谷保第３公園テニスコート、矢川上公園テニスコート、河
川敷公園野球場、河川敷公園サッカー場、流域下水道処理場広場テニスコート、
流域下水道処理場広場少年野球場兼ソフトボール場、くにたち郷土文化館、国立
市古民家、くにたち市民総合体育館、くにたち市民芸術小ホール 

指定の期間
平成31（2019）年4月1日から
平成36（2024）年3月31日まで

そ 

の 

他

認定第1号 平成29年度国立市一般会計歳入歳出決算(継続審査分)

9月議会（第3回定例会）で決算特別委員
会へ付託し、継続審査としたもの
【→4、5面に詳細】

○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
○14・×6

認定第2号 平成29年度国立市国民健康保険特別会計歳入歳出決算(継続審査分) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
○20

認定第3号 平成29年度国立市下水道事業特別会計歳入歳出決算(継続審査分) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
○16・×4

認定第4号 平成29年度国立市介護保険特別会計歳入歳出決算(継続審査分) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
○17・×3

認定第5号 平成29年度国立市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算(継続審査分) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
○19・×1

第67号 市道路線の廃止について 廃止路線：国立市道　南第33号線19（谷保6丁目6番18先～14番7先） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○20

人
事 第104号 国立市教育委員会委員の任命に伴う同

意について 操木　豊　氏【任期 平成31（2019）年1月1日～平成34（2022）年3月31日】 無記名投票（投票総数20票）
同意18票　不同意2票（うち白票1票） 同意

議
員
提
出
議
案

条
例
・
規
則

議員提出
第11号

国立市議会基本条例の一部を改正する
条例案

【提出者：青木健議員ほか19名】
議会改革特別委員会の協議を踏まえ、議会の活動原則に男女共同参画に係る事項の
追加等を行う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○20
議員提出
第12号

国立市議会会議規則の一部を改正する
規則案

【提出者：青木健議員ほか19名】
議会改革特別委員会の協議を踏まえ、議会の欠席事由の細分化及び本人等の出産に
係る欠席手続の明確化を行う 

議員提出
第13号

国立市議会議員定数条例の一部を改正
する条例案

【提出者：石井伸之議員ほか2名】
市政の将来予測を総合的に考慮し、近隣市の状況を勘案する中で、現行議員定数22
人を21人に改める

○ × ○ × ○ × ○ × ○ ○ 可決
○13・×7

陳 

情

陳情
第3号

JR東日本株式会社による国立駅南口開
発に関する陳情（平成30年第1回定例
会からの継続審査）

【陳情者：国立市まちづくり推進四団体協議会会長】 
国立市としてＪＲに対して下記陳情事項の実現を要望することを求める
①東側用地を緑地として開放　②西側用地の建物と旧国立駅舎との間に十分な空間を
取る　③国立駅南口複合公共施設整備用地との連携を図る 

付託されていた建設環境委員会において継続審査となり、
さらに、12月22日の本会議において、議長が閉会中の継
続審査とすることを諮り、異議なく可決されました

継続審査

陳情
第4号

臓器移植の環境整備を求める意見書の
採択を求める陳情

【提出者：移植ツーリズムを考える会　東京都担当】
国立市議会に、臓器移植を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、国
に対する「臓器移植の環境整備を求める意見書」の提出を求める

× × × ○1
×1 × × × × × × 不採択

○1・×19

陳情
第6号

国に対して「学童保育指導員の資格と
配置基準の堅持を求める意見書」の提
出を求める陳情

【提出者：国立市民】
国立市議会に、国に対する「学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書」
の提出を求める 

× ○ × ○ × ○ × ○ ○ × 不採択
○8・×12

陳情
第7号 東海第２原発の再稼働に反対する陳情

【提出者：食と農をむすぶ会　代表】
国立市議会に、市民の生命とその尊厳を守るため、老朽化した東海第2原発の再稼働
に反対し、20年運転延長を認めない決議を行うことを求める 

× ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × 不採択
○9・×11

陳情
第8号 学校トイレ洋式化率向上に関する陳情

【提出者：国立市民】
国立市に下記2点を求める
①2020年度までに国立市内公立小中学校におけるトイレ洋式化率を各校80％以上と
して配置すること　②2020年度以降も国立市の一般的な住生活環境と同じような、
清潔できれいなトイレ設置のための予算を確保すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
○20

そ
の
他
（
動
議
）

【提出者：高原幸雄議員ほか2名】
石井伸之議員に対して、「国立市議会議員定数条例の一部を改正する条例案」の提出の事前説明が日本共産党にされなかっ
たことについて、説明と反省を求める動議

×4
※ ○ × ○ × ○ × ○ × × 否決

○7・×12

【提出者：石井伸之議員ほか2名】 
高原幸雄議員が会派代表を務める日本共産党会派は、決算特別委員会における平成29年度国立市下水道事業特別会計歳入歳
出決算の表決を認定としたが、平成30年第４回定例会本会議初日（平成30年12月３日）における平成29年度決算討論後の
平成29年度国立市下水道事業特別会計歳入歳出決算の表決を不認定としており、表決を間違えたことに対して、深く反省を
求める動議

○ ー
※ ○ × ○ × ○ × × ○ 可決

○12・×5

会派略称
自＝自由民主党・明政会（石井伸之・青木健・大和祥郎（議長）・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　　
公＝公明党（中川喜美代・小口俊明・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）　新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）
社＝社民党（藤田貴裕）　立＝立憲民主党（稗田美菜子）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）　リ＝リビルド国立（渡辺大祐）

各委員会への行政報告                 
【総務文教委員会】 ・「国立市総合オンブズマン平成29年度年次報告書」について　・都市間交流事業の進捗状況について　・障害者雇用率の算定誤りについて
 ・第三次国立市子ども読書活動推進計画（案）について
【建設環境委員会】 ・国立市南部地域整備基本計画の中間見直し（原案）について　・公園等の遊具使用禁止措置等に係る対応について

○：賛成　×：反対　※採決の際、当該議員は除斥となります。



Ｑ
納
税
者
が
請
求
し
て
還
付

さ
れ
る
還
付
未
済
額
の
総
額

が
930
万
円
に
上
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
少
な
け
れ
ば
少
な
い
方
が

良
い
と
思
う
。
減
ら
す
努
力

を
し
た
結
果
が
、
こ
の
金
額

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
が
多
い
と
思
う

が
、
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

Ａ
必
ず
し
も
多
い
と
は
認
識

し
て
い
な
い
。
繰
り
出
し
を

し
な
い
と
、
保
険
料
や
下
水

道
使
用
料
を
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
る
。

Ｑ
29
年
度
決
算
に
お
い
て
、

国
立
市
の
財
政
は
健
全
と
解

釈
し
て
良
い
の
か
。

Ａ
現
状
は
特
に
問
題
は
な
い
。

Ｑ
将
来
負
担
比
率
が
マ
イ
ナ

ス
16.5
と
で
て
い
る
が
、
将
来

の
負
担
が
段
々
と
減
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ
今
後
新
し
く
行
わ
れ
る
公

共
施
設
の
更
新
な
ど
は
入
っ

て
い
な
い
。
今
確
定
し
て
い

る
債
権
で
計
算
し
て
い
る
。

Ｑ
実
質
公
債
費
比
率
が
悪
化

し
て
い
る
が
、
原
因
は
。

Ａ
大
き
い
原
因
の
１
つ
は
、

国
立
駅
前
の
土
地
の
買
い
戻

し
が
あ
る
。
大
き
な
起
債
を

組
む
事
業
が
あ
れ
ば
、
数
値

が
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
。

Ｑ
新
た
な
歳
入
増
に
向
け
た

29
年
度
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
市
庁
舎
の
自
動
車
の
急
速

充
電
器
の
有
料
化
、
ご
み
出

し
カ
レ
ン
ダ
ー
の
広
告
料
等
。

Ｑ
28
年
度
に
続
い
て
過
年
度

支
出
、
原
材
料
受
払
簿
の
不

備
な
ど
、
監
査
か
ら
不
適
切

な
予
算
執
行
の
指
摘
を
受
け

て
い
る
が
、
対
応
は
。

Ａ
全
庁
的
に
受
け
止
め
、
再

発
、
類
似
の
状
況
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

Ｑ
寄
附
金
が
約
２
千
200
万
円

減
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

Ａ
条
例
施
行
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
協
力
金
が
な
く
な
っ

た
た
め
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
附
金
は
増
え
て
い
る
。

Ｑ
広
報
広
告
料
収
入
に
関
し
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
80
万
円
ほ
ど
の
歳
入

の
増
が
見
込
め
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
結
果
は
。

Ａ
職
員
の
営
業
努
力
に
よ
っ

て
412
万
円
と
な
っ
た
。

Ｑ
三
多
摩
平
均
よ
り
高
い
都

市
計
画
税
の
減
税
の
検
討
は
。

Ａ
約
４
年
先
の
実
施
計
画
レ

ベ
ル
の
都
市
計
画
事
業
の
歳

入
、
歳
出
を
見
て
検
討
す
る
。

Ｑ
個
人
市
民
税
が
増
え
て
い

る
が
、
分
析
し
た
結
果
は
。

Ａ
共
働
き
世
代
な
ど
の
人
口

の
増
、
高
齢
者
の
就
労
率
の

上
昇
が
関
係
す
る
と
考
え
る
。

Ｑ
平
成
16
年
に
国
立
市
の
財

政
が
ピ
ン
チ
と
宣
言
し
た
が
、

今
は
財
政
調
整
基
金
も
増
え

て
い
る
。
ピ
ン
チ
な
の
か
。

Ａ
ピ
ン
チ
で
は
な
い
。
市
民

の
方
に
は
現
状
を
正
し
く
伝

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
、
予
算
で
は
国
庫
補
助
金

が
１
千
200
万
円
見
込
ま
れ
て

い
た
の
に
、
決
算
で
は
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

Ａ
補
助
金
で
は
な
く
特
別
交

付
税
が
措
置
さ
れ
る
見
込
み

だ
っ
た
が
、
普
通
交
付
税
の

不
交
付
団
体
で
あ
る
こ
と
と

関
連
し
て
、
措
置
さ
れ
な
か

っ
た
。
予
算
時
は
誤
っ
て
国

庫
補
助
金
で
計
上
し
て
い
た
。

会計区分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一般会計 299億5,750万7,441 293億7,886万7,818 5億7,863万9,623

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 83億5,181万8,596 82億5,107万6,145 1億74万2,451
下 水 道 事 業 28億6,548万6,129 28億4,622万6,903 1,925万9,226
介 護 保 険 56億936万2,540 53億3,267万6,232 2億7,668万6,308
後期高齢者医療 17億2,827万2,543 16億9,329万3,377 3,497万9,166
小 　 　 計 185億5,493万9,808 181億2,327万2,657 4億3,166万7,151
合　　計 485億1,244万7,249 475億214万475 10億1,030万6,774

平成29年度各会計の決算状況 （単位：円）

歳　出歳　入

市債 3.20%

地方消費税
交付金 5.11%

繰入金 0.93%使用料及び
手数料 2.35%

分担金及び負担金
1.19%

諸収入
1.58%

繰越金 2.54% その他
2.73%

国庫支出金
15.98%
国庫支出金
15.98%

都支出金
14.45%

公債費
6.02%

消防費
3.49%

諸支出金
3.14%

議会費
1.05% その他

1.01%

衛生費
6.33%

民生費
49.34%

土木費
10.50%

教育費
8.33%

総務費
10.79%

市税
49.95%

平成29年度一般会計歳入歳出決算額構成比 ※構成比は四捨五入しているため、
　100％にならないことがあります

決 算 特 別 委 員 会
平成29年度一般会計決算及び各特別会計決算を認定

文教都市くにたちとして教育施設整備とごみ収集サービスの拡充を
日本共産党　３名　不認定

将来を見据えた行財政改革と適正な事務執行を望む
公明党　３名　認定

誰もが住んで良かったといえる国立市を実現する施策の展開を
自由民主党・明政会　５名　認定

10月1日、2日、4日、5日開催
委員長：髙柳貴美代、副委員長：尾張美也子

平成29年度決算に対する会派代表討論（要旨）平成29年度決算に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計決算に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。

総
括
質
疑
と
歳
入

代
表
監
査
委
員
に
対
す
る

質
疑

健
全
化
判
断
比
率
等
に
対

す
る
質
疑

　不認定の理由は以下の４点です。
1.家庭ごみ有料化の袋の売上は１
億８千万円で有料化事業費は約１
億円で約８千万円の増収。市は有
料化で得た収入は減量施策などの
特定財源として使途も公開すると
したが、していない。減量ＰＲの事
業費も収集回数が減り、不法投棄
は増加した。事業を見直すべき。
2.避難所となる公立学校のトイレ洋
式化率は約５割で老朽化が進んで
いる。国立市の教育費割合は、多摩
26市平均より低く25位。文教都市
として、老朽化した学校施設整備

に力をいれるべき。
3.国立市は高額所得者も生活保護
世帯も増加し所得格差が広がって
いる。市内の20歳未満の子供の内
1,512人が生活保護世帯。母子世帯
も9.8％。国立駅周辺のまちづくり
には基金を積み立てているが、母
子世帯向けの基金には積み立てさ
れていない。基金の充当や活用は
暮らしを守る分野でも行うべき。
4.国立市には特別養護老人ホーム
の計画がない。独居で重度の低所
得者でも安心して地域で暮らせる
システムや施策を行うべき。

　平成29年度の歳入の特徴は納税
義務者の増加に伴い個人市民税所
得割が増加し、新築家屋の増加に
伴い固定資産税が増加した。生産
年齢人口が増加したことは、大変に
喜ばしい。
　増加を続ける歳出の要因は扶助
費の伸びと、義務的経費である人
件費である。財政改革審議会の意
見を真摯に受け止め、「職員定数
及び時間外勤務時間数の適正化計
画」を確実に実施することを望む。
財政調整基金を取り崩すことなく
積み立てることができたことを大い

に評価する。毎年改善していた経
常収支比率が前年度比2.3ポイント
悪化し95.0％となり、依然として油
断できない財政状況である。複式
簿記による統一的な基準の財務書
類が出されたことは大いに期待で
き、今後は財源の確保と共になお
一層の行財政改革を望む。事務執
行は、市民より託された行政職員
の重要な業務である。決算審査意
見書を真摯に受け止め、適正な事
務執行を強く求める。
　「人間を大切にする」理念に基づ
く市政運営を期待し認定とする。

　平成29年度は、アベノミクス効
果によりＧＤＰが名目・実質ともに
増加し、就業者数の増加と賃金の
ベースアップが実現された年であ
り、当市においても経済の好環境の
もと、誰もが住んで良かったといえ
る国立市の実現を図るための施策
が展開されました。
　そこで、一つ一つの施策を見て
いきますと市民生活に直結し、大変
重要なものばかりでありますが、一
部の不適切な執行や複雑な流充用
が解消されていない点には大きな
問題があると指摘をさせて頂きま

す。次に歳入増策についてですが、
三多摩第１位の高徴収率は称賛致
しますが、例えば生産世代の定住
化への積極的施策が展開されてい
ない点などは、東京一極集中に頼
るのみであり「未就園児自宅保育
給付金」というような他市にない施
策をいち早く導入しマスコミ等でＰ
Ｒしていくという手法を取られるこ
とを求めるものであります。その他
にも予算執行率等の改善すべき点
にも意欲的に取り組んで頂くことを
求め、自由民主党・明政会の認定
討論と致します。
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　誰もが安心で安全な暮らしがで
きるまちづくりのために母子保健事
業、市内建築物耐震化促進事業、
災害時の応急救護活動における妊
産婦及び乳児のケアに関する協定
の締結、スクールソーシャルワーカ

ーの増員、特定保健指導の充実に
加え、男性の育児休業取得日数に
ついては大幅に増加した。これらの
取り組みがなされたことは高く評価。
一方今回判明した不適切な事務執
行の再発防止を強く要望。

歳
出    （
質
疑
）

総
務
費

総
務
費

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

Ｑ
29
年
度
が
実
質
的
に
初
年

度
と
な
る
が
、
分
析
は
。

Ａ
１
千
536
枚
交
付
し
、
大
変

好
評
を
得
て
い
る
。

Ｑ
市
役
所
の
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
へ
周
知
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
チ
ラ
シ
配
布
、
窓
口
に
設

置
し
て
い
る
液
晶
パ
ネ
ル
に

広
告
を
映
し
案
内
し
て
い
る
。

く
に
た
ち
メ
ー
ル

Ｑ
利
用
者
数
が
増
え
て
い
な

い
の
に
、
な
ぜ
経
費
が
増
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
防
災
行
政
無
線
と
連
動
す

る
機
能
を
加
え
た
た
め
。
30

年
度
に
は
利
用
者
が
増
え
て

お
り
、
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対

策
、
台
風
の
記
事
等
を
載
せ

た
こ
と
が
理
由
と
考
え
る
。

電
力
の
競
争
入
札

Ｑ
ど
う
い
う
基
準
で
入
札
を

行
い
、
効
果
額
が
で
る
の
か
。

Ａ
国
立
市
電
力
の
調
達
に
係

る
環
境
配
慮
方
針
に
基
づ
く

価
格
、
環
境
配
慮
の
基
準
の

下
、
公
共
施
設
全
体
で
約

２
千
200
万
円
の
効
果
が
あ
る
。

Ｑ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
配
慮
し
た

入
札
に
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
コ
ス
ト
の
変
動
等
も
考
え

ら
れ
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

民
生
費

民
生
費

夜
間
・
休
日
女
性
相
談

Ｑ
年
間
相
談
件
数
が
536
件
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
行
っ
て
い
た
の
か
。

Ａ
29
年
度
は
24
時
間
対
応
し

て
い
た
。
30
年
度
は
委
託
先

の
変
更
が
あ
り
、
平
日
夜
間

は
夜
10
時
ま
で
と
な
っ
た
。

Ｑ
女
性
相
談
に
は
待
っ
た
な

し
の
相
談
が
あ
る
。
24
時
間

の
対
応
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

Ａ
31
年
度
は
時
間
帯
も
含
め

相
談
体
制
を
検
討
す
る
。

青
少
年
海
外
短
期
派
遣

Ｑ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
派
遣

事
業
の
原
資
は
い
く
ら
残
っ

て
い
て
、
何
回
で
き
る
の
か
。

Ａ
Ｒ
Ｈ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
基
金
の
29
年
度
末
現
在
高

は
約
９
千
401
万
円
。
く
に
た

ち
未
来
寄
附
か
ら
の
積
み
立

て
を
合
わ
せ
る
と
20
〜
21
回
。

永
続
し
て
続
け
る
た
め
に
は
、

他
市
で
例
の
あ
る
参
加
者
の

自
己
負
担
の
検
討
が
必
要
。

衛
生
費

衛
生
費

ご
み
の
有
料
化

Ｑ
29
年
９
月
か
ら
始
め
た
が
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
28
年
比
で
約
10
％
減
量
し

た
。
市
民
一
人
一
人
の
分
別

が
進
ん
だ
結
果
と
考
え
る
。

風
疹
の
抗
体
検
査

Ｑ
女
性
限
定
の
理
由
は
。

Ａ
都
の
補
助
に
よ
る
事
業
で
、

要
件
が
女
性
の
み
の
た
め
。

Ｑ
男
性
も
う
つ
し
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
。
対
策
は
。

Ａ
国
や
都
で
対
象
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

土
木
費

土
木
費

道
路
補
修

Ｑ
ど
う
い
っ
た
基
準
で
行
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
29
年
度
は
職
員
が
市
内
パ

ト
ロ
ー
ル
で
確
認
し
、
協
議

し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
。
30

年
度
は
国
立
市
道
路
等
長
期

修
繕
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
。

Ｑ
年
間
何
本
の
路
線
を
計
画

化
し
て
修
繕
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
費
用
に
よ
っ
て
５
〜
８
本
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

Ｑ
廃
止
し
た
泉
、
矢
川
東
ル

ー
ト
の
市
民
へ
の
影
響
は
。

Ａ
な
ぜ
や
め
た
の
か
と
い
う

問
い
合
わ
せ
は
な
か
っ
た
。

Ｑ
代
わ
り
と
な
る
デ
マ
ン
ド

交
通
へ
の
市
民
の
期
待
感
は
。

Ａ
公
共
交
通
が
入
れ
な
か
っ

た
場
所
に
対
応
で
き
、
近
隣

の
方
か
ら
期
待
、
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

消
防
費

消
防
費

災
害
時
の
応
急
救
護
活
動

Ｑ
助
産
師
会
と
妊
産
婦
及
び

乳
児
の
ケ
ア
に
関
す
る
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
内
容
は
。

Ａ
要
請
が
あ
っ
た
医
療
救
護

所
等
を
巡
回
し
、
心
身
の
ケ

ア
、
応
急
救
護
活
動
を
行
う
。

Ｑ
避
難
所
に
行
か
ず
自
宅
で 

避
難
さ
れ
る
方
が
ど
う
動
く

べ
き
か
周
知
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
今
後
周
知
し
て
い
く
。

教
育
費

教
育
費

不
登
校
対
策

Ｑ
学
校
に
来
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
と
思
う
が
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
下
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ
公
教
育
を
扱
っ
て
い
る
立

場
、
学
校
へ
の
復
帰
を
前
提 

と
考
え
、
今
後
そ
れ
以
外
の

支
援
を
総
合
的
に
考
え
る
。

Ｑ
学
校
に
来
る
が
教
室
に
入

れ
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
支
援
は
。

Ａ
家
庭
と
子
ど
も
の
支
援
員

を
配
置
し
、
別
登
校
し
て
い

る
生
徒
へ
対
応
し
て
い
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

Ｑ
小
学
校
で
806
万
円
、
中
学

校
で
412
万
円
使
っ
て
い
る
が

洋
式
化
率
は
ど
う
な
っ
た
か
。

Ａ
公
立
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
６
校
行
い
、
50
％
。

Ｑ
都
全
体
は
28
年
度
で
54.2
％

だ
が
、
今
後
の
方
針
は
。

Ａ
都
で
目
標
と
し
て
い
る
80

％
を
意
識
し
て
進
め
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経

て
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

決
算
は
賛
成
多
数
で
認
定
と

な
り
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険

◇
下
水
道
事
業

◇
介
護
保
険

◇
後
期
高
齢
者
医
療

　

右
の
特
別
会
計
の
決
算
は

す
べ
て
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

不適切な事務執行の再発防止と誰にとっても安心な街作りを！
立憲民主党　１名　認定

旧国立駅舎復原に反対、みんな一緒の教育と人権平和施策は評価！
こぶしの木　１名　不認定

生まれた時から高齢者まで誰もが学べる教育を核としたまちづくり

住民が抱える課題の解決と事務事業の成果にこだわる市役所へ！

みらいのくにたち　１名　認定

リビルド国立　１名　認定

無駄の削減と共に歳入を増やす視点をもった財政運営を！

学校給食調理は直営を維持しよう

新しい議会　２名　認定

社民党　１名　認定

Ｑ
調
整
交
付
金
が
当
初
予
算

の
２
倍
近
い
１
億
５
千
万
円

超
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
収
納
率
の
向
上
や
医
療
費

適
正
化
事
業
の
実
施
な
ど
の

努
力
が
認
め
ら
れ
、
特
別
事

情
分
の
交
付
金
約
６
千
700
万

円
を
受
け
た
た
め
。

Ｑ
下
水
道
の
管
路
施
設
の
耐

震
診
断
を
委
託
し
て
い
る
が
、

ど
う
い
っ
た
調
査
を
し
た
か
。

Ａ
第
二
中
学
校
か
ら
都
の
雨

水
幹
線
ま
で
調
査
し
、
大
き

な
異
常
箇
所
は
な
か
っ
た
。

Ｑ
下
水
道
管
は
総
雨
量
50
ミ

リ
に
対
応
し
て
い
る
が
、
最

近
の
豪
雨
、
台
風
の
雨
量
を

加
味
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ
都
の
豪
雨
対
策
の
指
針
で

は
、
国
立
市
内
で
対
応
の
必

要
な
箇
所
は
な
い
。
過
去
の

降
雨
量
デ
ー
タ
を
考
え
て
も
、

す
ぐ
必
要
と
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
経
緯
は
。

Ａ
都
で
は
３
番
目
に
始
め
た
。

東
大
の
教
授
の
取
り
組
み
を

学
び
、
国
立
市
の
目
指
す
仕

組
み
と
結
び
つ
く
と
考
え
た
。

各
特
別
会
計
決
算
へ
の
主
な
質
疑

●
国
民
健
康
保
険

●
下
水
道
事
業

●
介
護
保
険

コンビニ交付、税金の無駄遣い。1枚200円の証明書作成に13,000円
緑と自由の風　２名　不認定

　各種証明書のコンビニ交付事業
は、2018年度予算特別委員会で、
国から約1,200万円（2016年度）
の補助があったと説明があった。
しかし、本決算委員会資料では、
全く改ざんされ、国からの補助は
無かったという資料が提出された。
補助金がないまま事業が行われた
こと、資料の改変があったことの
説明が当局からまったく行われず、
我が会派からの指摘で初めて発覚

した。この行為は、公文書改ざん
である。さらに、資料改変を永見
市長は、把握していなかった。
　行政側の姿勢として、まったく
許されることではない。コンビニ
交付事業は初期費用が約3,400万
円、１年間のランニングコストが
約1,300万円。よって、1枚200円
の証明書を作成するのに13,000
円かかることが判明した。無駄な
税金の使い方は、認められない。

　平成29年度は、個人市民税所得
割や固定資産税が増加したものの、
法人税所得割は大幅な減額となっ
た。また「ふるさと納税」制度を
活用する市民が増え、6,849万円の
赤字となっており、今後も赤字幅
の拡大が懸念される。
　歳入では、64億円もの基金積立
金の利子配当金額が57万円あまり
というのは、地方自治法の規定に
照らしても少額過ぎる。今後は運

用方法などを見直し、確実性と共
に効率的な運用を目指すべきと提
言する。依然として伸びている扶
助費を抑えるために、健康増進の
啓発や医療扶助の適正化などを
図って欲しい。地域福祉の充実の
ために、市民の力を活用しながら、
本来の自治の在り方を尊重するス
マートな行政運営を行っていただ
くことを要望して、29年度一般
会計決算を認定する。

　学校給食調理は直営を維持する
べきだ。運営や食材の選定に保護
者がかかわる独自の取り組みは市
民に誇れる内容。できあがった給
食は毎日すりつぶして放射能測定
も行っている。今後も自らの手で

行うべきだ。国立駅周辺まちづく
りでは都市計画道路3・4・10号線
の国分寺市境への延伸はいらない。
ＪＲに対しては旧駅舎の両横に商
業ビルを建てさせないよう覚悟を
決めて交渉すべきだ。

　旧国立駅舎復原で駅ホームから
見えていた大学通りの景観が消え
た。旧駅舎復原より空間確保こそ
大事にすべきとの意見に全く聞く
耳を持たなかったことは大問題。
議員定数まで介入する財政改革審

は問題。見直せ。みんな一緒に学ぶ、
そして特別支援ではなく、どの子に
も個別支援をおこなう本当のインク
ルーシブ教育と、故佐藤市長の人
権平和の姿勢を条例に高めた永見
市長の姿勢は評価する。

　各会計決算いずれも認定。経常
収支比率2.3ポイント悪化。しかし、
財政はピンチを脱したとの答弁が
あった。理解に苦しむ。長期的な計
画財政を。①教育を核としたまち
づくり②健康医療福祉のまちづくり

を要望する。教育を核としたまちづ
くりでは、放課後学習支援教室、生
涯教育講座等の拡大。健康医療福
祉では、介護予防トータルな政策、
認知症基本条例・がん対策基本条
例の制定を要望する。

　現在の資料では事業を実施した
結果の記載にとどまっており、事業
実施の結果、住民が享受した成果
を説明できていない。審査資料の
改善を強く要求する。事務事業マ
ネジメントシート記載精度と質の向

上に努めてほしい。税金が原資で
ある以上、住民の納得に応えるよう
評価水準を高めていくことは当然
だ。住民が抱える課題の解決と事
務事業の成果にこだわり続けてほ
しい。
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教
育
と
福
祉
の
連
携
で
子
ど
も
の

未
来
を
応
援
す
る
施
策
推
進
を
！

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
入
管
法
の
改
正
に
よ
り
さ

ら
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
、

外
国
籍
で
日
本
語
が
不
得
意

な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を

も
っ
と
積
極
的
に
行
う
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

A
現
在
は
、
一
橋
大
学
の
留

学
生
な
ど
に
よ
る
日
本
語
指

導
員
が
対
応
し
て
い
る
が
、

国
の
動
き
に
よ
っ
て
は
、
国

の
指
導
員
の
育
成
・
確
保
で

足
り
な
い
部
分
を
補
完
す
る

日
本
語
教
育
を
考
え
た
い
。

Q
塾
や
習
い
事
な
ど
に
自
ら

選
ん
で
使
う
、
子
ど
も
が
自

分
の
未
来
に
投
資
で
き
る
画

期
的
な
学
習
支
援
の
シ
ス
テ

ム
「
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
」

を
導
入
で
き
な
い
か
。

A
必
要
な
子
ど
も
に
届
く
支

援
と
し
て
既
に
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
そ
の
取

り
組
み
状
況
を
収
集
し
つ
つ

導
入
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。

Q
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
う
た
め
に
、
国
が
提
唱
す

る
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
通
達
を
受
け

て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
な
う
の
か
。

A
教
育
と
福
祉
の
連
携
を
進

め
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会

職
員
や
学
校
の
代
表
者
が
、

通
所
施
設
等
の
会
議
に
出
席

で
き
る
よ
う
調
整
し
た
い
。

保
護
者
支
援
の
推
進
は
他
部

局
と
の
連
携
が
必
要
な
の
で

実
現
に
向
け
て
検
討
、
準
備

等
に
取
り
組
み
た
い
。

国
立
駅
周
辺
地
域
に
子
ど
も
の

遊
ぶ
場
所
・
居
場
所
が
必
要
だ

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

Q
中
学
校
放
課
後
学
習
支
援

教
室
時
間
数
拡
大
の
検
討
は
。

A
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

Q
こ
ど
も
食
堂
、
地
域
的
な

偏
り
を
な
く
せ
な
い
か
。

A
子
ど
も
の
居
場
所
が
希
薄

な
地
域
で
居
場
所
事
業
の
実

施
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
国
立
駅
周
辺
に
、
子
ど
も

の
遊
ぶ
場
所
が
な
い
。
大
学

通
り
の
緑
地
帯
に
公
園
機
能

を
持
つ
場
所
が
で
き
な
い
か
。

A
く
に
た
ち
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
意
見
を
聞

い
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

Q
国
立
駅
前
市
民
プ
ラ
ザ
の

子
育
て
広
場
、
月
１
回
は
開

催
で
き
な
い
か
。

A
検
討
す
る
。

Q
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
定
型
作
業
の
自

動
化
）
、
実
施
へ
の
検
討
は
。

A
新
し
い
技
術
に
は
期
待
し

て
お
り
、
将
来
的
な
実
施
に

向
け
研
究
検
討
す
る
。

Q
災
害
時
の
事
業
継
続
を
考

え
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
外
部

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
検
討
を
続
け
て
い
る
。

Q
風
し
ん
、
東
京
都
や
国
と

連
携
し
た
広
域
的
な
施
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
都
、
国
の
動
向
を
留
意
し

つ
つ
、
近
隣
自
治
体
と
連
携

し
て
感
染
防
止
に
努
め
る
。

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
補
助
、
子
ど
も
へ
の
拡

大
は
で
き
な
い
か
。

A
医
師
会
の
意
見
を
参
考
に
、

調
査
研
究
す
る
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨
をまとめたものを掲載しています。

誰
も
が
無
料
で
使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
導
入
へ

リ
ビ
ル
ド
国
立　
　

渡
辺 

大
祐  

議
員

Q
ビ
ズ
機
能
の
視
察
に
市
役

所
職
員
だ
け
で
な
く
、
関
係

者
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
手
応
え
を
得
た
か
。

A
「
強
烈
で
イ
ン
パ
ク
ト
あ

る
ア
ド
バ
イ
ス
組
織
だ
。
」

「
単
な
る
相
談
の
場
だ
と
思

っ
て
い
た
が
熱
意
と
必
死
さ

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
」
「
国

立
全
体
が
活
性
化
し
て
い
く

と
思
っ
た
。
」
「
ま
た
セ
ン

タ
ー
長
に
相
談
し
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
を
も
ら
っ
た
。

関
係
者
と
の
連
携
等
を
整
理

し
な
が
ら
ビ
ズ
導
入
の
検
討

を
す
す
め
て
い
く
。

Q
ビ
ズ
モ
デ
ル
は
ア
ド
バ
イ

ス
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
汎
用
性
が
高
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当

局
の
認
識
は
ど
う
か
。

A
創
業
支
援
や
商
工
業
者
支

援
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
、

様
々
な
支
援
に
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Q
エ
フ
ビ
ズ
の
小
出
氏
を
国

立
市
に
お
招
き
し
、
住
民
に

広
く
ビ
ズ
機
能
に
ふ
れ
て
い

た
だ
く
機
会
を
作
り
、
ビ
ズ

導
入
に
向
け
た
機
運
醸
成
を

す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A
実
際
に
セ
ン
タ
ー
長
に
ふ

れ
あ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

ビ
ズ
モ
デ
ル
が
掲
げ
る
「
日

本
一
高
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ピ
リ
ッ
ト
」
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

良
い
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
、

良
く
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
止
め
よ
う

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

の
メ
ル
チ
ャ
リ
の
実
証
実
験

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A
市
内
約
60
か
所
に
ポ
ー
ト

を
設
け
、
約
60
台
の
自
転
車

が
稼
働
し
て
い
た
。
自
転
車

の
回
転
率
は
１
日
4.2
回
、
全

体
で
250
回
程
度
の
利
用
が
あ

っ
た
と
予
測
さ
れ
る
が
、
詳

細
は
事
業
者
か
ら
の
報
告
書

を
だ
し
て
も
ら
う
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
他
市
と
比
べ
て

も
か
な
り
良
い
稼
働
率
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
今

後
は
自
転
車
対
策
審
議
会
で

評
価
を
行
い
継
続
し
て
市
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
事

業
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

う
か
方
針
を
決
め
て
行
き
た

い
。

Q
デ
マ
ン
ド
型
の
交
通
の
試

験
運
行
の
結
果
か
ら
す
る
と

止
め
る
べ
き
だ
が
、
来
年
も

続
行
す
る
の
か
。

A
10
月
と
11
月
で
９
人
の
利

用
者
で
運
行
率
は
5.3
％
、
目

標
の
50
％
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
地
域
公
共
交
通
会

議
で
評
価
を
行
っ
た
う
え
で
、

改
善
す
べ
き
点
な
ど
あ
れ
ば

具
体
的
な
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

Q
旧
駅
舎
の
再
築
後
は
ど
の

よ
う
な
利
用
方
法
を
考
え
て

い
る
の
か
。

A
「
広
間
」
「
観
光
案
内

室
」
「
展
示
室
」
ご
と
に
活

用
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
て
い

る
。
年
間
の
来
場
者
の
目
標

を
10
万
人
と
し
て
い
る
。

市
の
財
産
に
な
る
人
材
育
成
を
!!

立
憲
民
主
党　
　

稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
副
市
長
が
手
掛
け
て
い
る

人
材
育
成
基
本
方
針
の
見
直

し
の
た
め
の
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
具
体
策
は
。

A
全
課
長
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
と
課
題
集
約
と
そ
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
経
て
、
最
終

段
階
に
き
て
い
る
。
平
成
31

年
度
中
に
は
策
定
し
た
い
。

具
体
策
に
つ
い
て
は
確
定
し

て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
「

自
ら
成
長
す
る
」
と
い
っ
た

自
主
自
律
的
な
考
え
方
を
中

心
に
据
え
て
「
や
り
が
い
」

や
「
働
く
こ
と
に
よ
る
幸
福

感
」
を
職
員
一
人
一
人
が
感

じ
ら
れ
る
組
織
に
し
て
い
く
。

Q
組
織
と
し
て
の
課
題
を
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
で
ど
う
捉
え
た
か
。

A
【
副
市
長
】
課
長
が
孤
独

で
、
一
人
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

る
部
署
が
少
な
く
な
い
。
総

が
か
り
で
市
役
所
の
組
織
を

ど
う
し
て
い
く
か
。
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
学
び
続
け
ら
れ

る
組
織
に
で
き
る
の
か
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
課
題
に
つ
い
て
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
利
用
会
員
の
希
望
が
集
中

す
る
時
間
帯
が
決
ま
っ
て
い

て
支
援
を
行
う
の
が
難
く
な

っ
て
し
ま
う
。
支
援
会
員
の

幅
を
広
げ
る
取
り
組
み
に
も

少
な
か
ら
ず
限
界
を
感
じ
る
。

他
、
妊
娠
期
か
ら
の
相
談
体

制
の
拡
充
と
公
衆
ト
イ
レ
の

整
備
、
感
染
症
対
策
を
質
問
。

防
災
訓
練
の
実
施
時
期
の

見
直
し
を
提
案
す
る

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
不
登
校
の
状
況
は
。

A
小
学
校
13
名
中
学
校
61
名
。

小
学
校
は
減
少
し
て
い
る
が
、

中
学
校
は
増
加
し
て
い
る
。

Q
不
登
校
に
な
る
原
因
を
分

析
し
て
い
る
か
。

A
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
違

う
。
例
え
ば
「
感
覚
過
敏
等

で
集
団
生
活
が
難
し
い
」「
対

人
関
係
の
不
安
」
「
生
活
習

慣
の
乱
れ
」
な
ど
が
あ
る
。

Q
不
登
校
の
対
策
は
。

A
様
々
な
状
況
が
あ
り
、
一

番
つ
ら
い
の
は
本
人
で
あ
り

家
族
だ
。
保
護
者
と
協
議
し
、

理
解
し
合
い
進
め
る
こ
と
が

大
事
だ
。

Q
北
秋
田
市
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
学
園
と
の
連
携
は
。

A
長
期
教
育
留
学
と
生
活
改

善
型
は
国
立
市
の
学
校
に
籍

を
置
い
た
ま
ま
利
用
で
き
る
。

費
用
は
３
食
付
き
で
１
泊
２

千
200
円
、
紹
介
し
た
実
績
は

な
い
が
、
今
後
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
紹
介
は
で
き
る
。

Q
費
用
の
助
成
は
可
能
か
。

A
ど
こ
ま
で
需
要
が
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
制
度

を
作
る
の
は
時
期
尚
早
。
利

用
の
効
果
を
見
て
い
く
。

Q
台
風
24
号
で
9
本
の
植
木

や
街
路
樹
が
倒
れ
た
。
さ
く

ら
通
り
の
道
路
改
良
で
約
200

本
中
45
本
し
か
植
替
え
な
い

が
、
方
針
を
変
え
る
考
え
は
。

A
様
々
な
経
過
が
あ
り
現
在

管
理
し
て
い
る
。
専
門
家
が

診
断
し
風
圧
軽
減
の
剪
定
も

し
て
い
る
の
で
変
え
な
い
。

員

「
Ｕ
Ｒ
富
士
見
台
団
地
」
の
再
生
を

公
明
党　
　

中
川 

喜
美
代  

議
員

Q
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
。

A
市
民
の
健
康
管
理
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
形
が
有
効

か
検
討
す
る
。

Q
別
府
市
の
よ
う
に
葬
儀
後

の
手
続
き
を
一
括
し
て
行
え

る
よ
う
な
窓
口
の
設
置
を
。

A
情
報
収
集
し
て
検
討
す
る
。

Q
公
立
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
と
臭
気
対
策
な
ど

の
改
善
を
求
め
る
が
。

A
32
年
度
ま
で
に
80
％
以
上

を
目
指
し
、
建
て
替
え
が
10

年
以
内
の
二
小
と
五
小
も
洋

式
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
29
年
度
は
、
不
登
校
児
童

が
13
名
、
生
徒
が
61
名
と
増

加
し
て
い
る
。
学
校
に
は
行

け
る
が
教
室
に
は
入
れ
な
い
、

保
健
室
登
校
の
よ
う
な
子
供

達
（
児
童
13
名
、
生
徒
２

名
）
の
た
め
に
「
校
内
適
応

指
導
教
室
」
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

A
家
庭
と
子
供
の
支
援
員
の

新
年
度
予
算
の
増
額
を
調
整

し
て
お
り
、
学
校
の
状
況
に

よ
っ
て
試
行
的
に
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

Q
「
富
士
見
台
地
域
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
後
の

市
の
取
り
組
み
は
。

A
庁
内
検
討
部
会
を
立
ち
上

げ
、
東
京
大
学
と
協
定
を
結

び
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
Ｕ
Ｒ
、
団
地
自
治
会

と
話
し
合
い
を
持
ち
「
重
点

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
３
年

か
け
て
策
定
し
て
い
く
。

教
育
施
設
整
備
と
し
て
、
小
中
学
校

体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
設
置
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

Q
継
続
し
て
質
問
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
小
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
東
京
都
が
突
然
補
助
金
を

付
け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

前
提
条
件
で
あ
る
国
の
環
境

改
善
交
付
金
へ
の
申
込
み
が

各
市
と
も
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
は
平
成
32

年
か
ら
数
年
に
分
け
て
の
実

施
を
検
討
し
た
い
。

Q
エ
ア
コ
ン
設
置
ま
で
時
間

が
か
か
る
が
猛
暑
対
策
は
急

務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
平
成
30
年
度
夏
季
期
間
に

中
学
校
に
検
証
の
た
め
導
入

し
た
大
型
冷
風
機
を
小
学
校

へ
も
配
備
す
る
方
向
で
検
討

を
し
て
い
る
。

Q
試
験
運
転
中
の
デ
マ
ン
ド

型
交
通
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
フ
ル
デ
マ
ン
ド
で
の

運
用
は
で
き
な
い
の
か
。

A
現
在
、
火
木
土
の
週
三
日

の
運
行
で
あ
る
が
、
当
初
目

標
50
％
を
大
き
く
下
回
る
運

行
率
で
あ
り
、
試
験
運
行
終

了
後
は
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
や

地
域
公
共
交
通
会
議
で
対
応

を
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q
勤
労
世
代
獲
得
の
た
め
の

都
市
間
競
争
に
入
っ
て
い
る

現
状
を
ど
う
考
え
将
来
人
口

の
設
定
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
総
合
的
な
子
育
て
施
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
幼
稚
園
の
素

晴
ら
し
い
実
績
等
を
一
体
で

研
究
す
る
環
境
を
作
り
た
い
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を

定
着
さ
せ
よ
う

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

実
証
実
験
の
結
果
は
。

A
継
続
を
求
め
る
声
が
多
く

あ
っ
た
。
評
価
で
き
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A
事
業
者
支
援
の
方
針
を
決

め
て
事
業
者
を
選
定
し
て
い

く
方
向
で
考
え
た
い
。

Q
高
齢
者
向
け
な
ど
、
電
動

ア
シ
ス
ト
は
可
能
か
。

A
検
討
し
た
い
。

Q
子
育
て
支
援
の
視
点
か
ら

子
ど
も
を
乗
せ
ら
れ
る
タ
イ

プ
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

A
幼
児
用
３
人
乗
り
自
転
車

も
検
討
し
た
い
。

Q
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
試
験

運
行
の
結
果
は
。

A
目
標
運
行
率
50
％
に
対
し

て
5.3
％
で
あ
っ
た
。

Q
運
賃
を
見
直
す
、
ド
ア
ツ

ー
ド
ア
に
す
る
な
ど
の
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
改
善
は
必
要
と
考
え
る
が
、

商
店
街
な
ど
と
の
協
働
や
福

祉
的
交
通
な
ど
総
合
的
な
取

り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

Q
市
の
広
報
掲
示
板
は
南
部

地
域
に
少
な
い
が
増
設
は
。

A
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
改
善
し
た
い
。

Q
避
難
所
訓
練
で
学
校
教
職

員
は
カ
ラ
ー
ブ
ル
ゾ
ン
を
着

用
し
て
い
な
い
が
支
給
し
て

は
ど
う
か
。 

A
名
札
等
で
教
職
員
と
わ
か

る
。
校
長
会
の
意
見
を
聞
き

防
災
安
全
課
と
協
議
し
た
い
。

必
要
以
上
の
礼
節
を
指
導
す
る

こ
と
は
、
礼
を
失
し
強
制
と
な
る
。

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口 

博  

議
員

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人
情

報
が
漏
え
い
し
た
ら
大
変
な

事
件
が
起
こ
る
と
い
う
認
識

は
あ
る
か
。

A
【
市
長
】
今
、
漏
え
い
す

る
認
識
は
な
い
が
、
万
一
起

き
れ
ば
大
き
な
問
題
を
招
く
。

Q
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で

は
、
１
枚
200
円
の
証
明
書
作

成
コ
ス
ト
が
１
万
円
以
上
か

か
り
税
金
の
無
駄
遣
い
で
は
。

A
【
市
長
】
１
枚
当
た
り
の

単
価
が
高
い
と
い
う
指
摘
は
、

現
時
点
で
甘
ん
じ
て
受
け
る
。

Q
他
国
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る

顔
認
証
が
紐
づ
け
ら
れ
て
国

家
が
住
民
を
監
視
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
市
長
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

A
【
市
長
】
指
摘
さ
れ
た
よ

う
な
こ
と
は
、
国
民
的
理
解

は
絶
対
得
ら
れ
な
い
。
万
一

そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
私

の
見
解
を
言
う
。

Q
二
中
の
60
周
年
記
念
式
典

で
来
賓
に
対
し
て
生
徒
が
頭

を
下
げ
て
い
る
時
間
が
長
く

奇
異
に
感
じ
た
が
、
出
席
し

て
い
た
副
市
長
、
教
育
長
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

A
【
副
市
長
】
私
の
タ
イ
ム

感
覚
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
な

と
い
う
感
じ
は
抱
い
た
。

【
教
育
長
】
少
し
丁
寧
す
ぎ

る
。
来
賓
も
奇
異
に
感
じ
た

と
思
う
。
指
導
課
長
を
通
し
、

校
長
に
そ
の
旨
を
示
唆
し
た
。

他
、
景
観
問
題
、
ご
み
の
有

料
化
等
を
問
う
た
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
率
を
８
割
に

ご
み
袋
売
上
で
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

日
本
共
産
党　
　

尾
張 

美
也
子  

議
員

Q
家
庭
ご
み
有
料
袋
の
売
上

と
有
料
化
の
事
業
費
は
。

A
売
上
は
約
１
億
８
千
万
円

で
事
業
費
は
約
１
億
円
。

Q
売
上
を
特
定
財
源
と
し
減

量
施
策
等
に
使
う
と
し
て
い

た
が
差
額
を
健
全
化
効
果
額

と
し
て
計
上
し
た
。
ご
み
袋

の
売
上
は
ご
み
収
集
の
回
数

を
元
に
戻
し
市
民
に
還
元
を
。

A
ご
み
減
量
を
促
す
た
め
に

収
集
回
数
は
減
ら
し
た
。

Q
家
庭
ご
み
の
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
の
売
上
は
。

A
約
３
千
800
万
円
。

Q
８
千
万
円
の
差
額
よ
り
少

な
い
。
無
料
に
戻
す
べ
き
。

A
お
店
に
戻
す
行
動
を
周
知

啓
発
し
、
有
料
化
は
続
け
る
。

Q
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

率
を
８
割
以
上
に
す
べ
き
。

A
２
年
後
ま
で
に
８
割
を
め

ざ
し
実
施
方
針
を
見
直
す
。

Q
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

や
自
家
発
電
の
設
置
を
。

A
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
国
立
駅
前
市
民
プ
ラ
ザ
で

廃
棄
本
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ

ー
を
工
夫
し
て
設
置
し
て
は
。

A
移
動
式
書
架
を
検
討
す
る
。

Q
図
書
館
職
員
の
８
割
が
非

正
規
雇
用
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

図
書
館
を
文
教
都
市
の
柱
に

据
え
図
書
館
施
策
の
充
実
を
。

A
研
修
等
に
力
を
入
れ
る
。

他
、
居
住
支
援
協
議
会
設
置

や
医
療
従
事
者
と
連
携
し
た

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
質
問
。

全
施
策
の
根
底
に
、
人
権
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

Q
世
界
人
権
宣
言
か
ら
70
年

目
に
、
実
効
性
の
あ
る
人
権

・
多
様
性
・
平
和
の
条
例
が

誕
生
す
る
。
永
見
市
長
は
本

条
例
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
と
一
体
と
と
ら

え
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
。

A
【
市
長
】
民
族
の
多
様
化

が
国
立
市
で
も
非
常
に
進
む
。

そ
の
時
に
、
そ
の
多
様
性
を

保
障
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

た
条
例
が
必
要
と
考
え
た
。

Q
国
立
市
第
五
次
男
女
平
等

・
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

と
条
例
に
基
づ
き
、
喫
緊
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
。

A
複
合
的
な
困
難
を
抱
え
る

女
性
の
地
域
に
お
け
る
新
た

な
自
立
支
援
に
取
り
組
む
。

多
様
な
性
に
つ
い
て
は
市
内

事
業
者
の
参
考
と
な
る
よ
う

な
職
員
指
針
を
作
成
中
。

Q
福
祉
有
償
運
送
を
本
気
で

進
め
る
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

A
一
橋
大
学
と
連
携
し
高
齢

者
や
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
移

動
の
調
査
を
行
い
、
需
要
に

対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
。

Q
介
助
者
不
足
は
深
刻
。
社

協
と
連
携
し
て
地
域
参
加
型

介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

A
社
協
や
福
祉
系
専
門
学
校

に
も
相
談
し
進
め
た
い
。

他
、
図
書
館
を
関
係
す
る
市

民
の
意
見
を
聞
か
ず
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
候
補
に
し

た
問
題
な
ど
質
問
。

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

Q
認
知
症
高
齢
者
独
居
の
方

の
状
況
を
問
う
。

A
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に

受
け
、
ご
家
族
の
支
援
が
あ

り
、
継
続
し
た
地
域
と
の
繫

が
り
を
持
っ
て
い
る
。

Q
地
域
の
見
守
り
支
援
は
。

A
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
・
伴
走
者
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

Q
地
域
で
繋
が
っ
て
い
る
自

治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
等
を
受
け
て
頂
き
た
い
が
。

A
今
後
も
引
き
続
き
講
座
の

周
知
に
努
め
る
。

Q
厚
労
省
が
示
す
高
齢
者
向

け
の
歯
科
検
診
は
。

A
関
係
各
課
と
国
立
市
歯
科

医
師
会
と
で
、
口
腔
フ
レ
イ

ル
予
防
の
観
点
か
ら
高
齢
者

向
け
の
歯
科
検
診
を
具
体
的

に
協
議
・
検
討
す
る
。

Q
公
園
遊
具
の
安
心
安
全
を

図
る
た
め
の
対
応
は
。

A
遊
具
の
安
全
基
準
に
基
づ

き
使
用
禁
止
に
し
た
。
修
繕

又
は
撤
去
し
優
先
順
位
を
つ

け
て
遊
具
の
設
置
を
す
る
。

Q
通
学
路
合
同
点
検
後
は
。

A
道
路
交
通
課
・
防
災
安
全

課
・
学
童
の
職
員
等
情
報
共

有
し
必
要
な
対
応
を
行
っ
た
。

Q
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
へ
の
費
用
助
成
の

進
捗
状
況
を
問
う
。

A
各
市
町
村
の
全
体
の
方
針

が
決
ま
り
次
第
、
事
業
を
実

施
し
た
い
。

子
ど
も
と
若
者
の
未
来
に
、

市
は
も
っ
と
向
き
合
う
べ
き
だ
。

社
民
党　
　

藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
公
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。

A
全
校
平
均
は
55
％
だ
が
、

50
％
に
達
し
て
い
な
い
学
校

が
３
校
あ
る
。
２
０
２
０
年

度
ま
で
に
全
公
立
学
校
で
80

％
を
達
成
す
る
。

Q
中
学
校
プ
ー
ル
の
温
水
シ

ャ
ワ
ー
化
は
い
つ
行
う
の
か
。

A
２
０
１
９
年
度
は
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
一
層
加
速
さ
せ

る
こ
と
と
体
育
館
に
大
型
冷

風
機
を
設
置
す
る
こ
と
を
優

先
し
た
い
。
そ
の
後
は
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
考
え

て
い
る
の
で
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
く
。

Q
公
立
小
中
学
校
の
ロ
ッ
カ

ー
の
大
型
化
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
い
く
つ
か
の
学
校
で
は
小

さ
な
サ
イ
ズ
や
大
き
な
サ
イ

ズ
を
複
数
人
で
使
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
大
規
模
改
修

の
際
に
対
応
す
る
が
そ
れ
以

外
は
検
討
課
題
に
と
ど
ま
る
。

Q
職
員
採
用
試
験
の
年
齢
要

件
を
緩
和
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

A
大
学
既
卒
者
は
26
歳
、
一

般
事
務
の
経
験
者
は
30
歳
前

半
ま
で
広
げ
た
。
有
資
格
者

は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
。

高
校
新
卒
採
用
は
過
去
５
年

で
２
名
採
用
し
た
。
今
後
は

職
員
の
年
齢
構
成
を
検
討
し

た
上
で
、
採
用
に
お
け
る
入

口
を
で
き
る
限
り
広
く
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
に

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

Q
子
ど
も
食
堂
な
ど
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
今
後
整
備
予
定
の
「
矢

川
プ
ラ
ス
」
に
炊
事
機
能
を

作
れ
な
い
か
。

A
調
理
実
習
的
空
間
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
る
。

Q
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
Ｈ
30
年
10
月
か
ら
拡
充
し

た
が
、
さ
ら
に
中
学
校
３
年

生
ま
で
拡
充
を
求
め
る
が
ど

う
か
。

A
引
き
続
き
検
証
を
行
い
、

検
討
し
て
い
く
。

Q
今
後
の
在
宅
介
護
を
担
う

上
で
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
を
小
学
校
区
単

位
で
整
備
で
き
な
い
か
。

A
現
在
計
画
で
は
３
カ
所
に

な
っ
て
い
る
数
は
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

Q
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
家
賃
補

助
等
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

も
前
向
き
な
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
く
予
定
。

Q
や
り
が
い
と
介
護
技
術
向

上
の
た
め
に
介
護
職
へ
の
研

修
等
の
支
援
体
制
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
聞
く
。

A
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
介
護
従
事
者
へ
の
研
修

を
行
い
、
Ｈ
29
年
度
は
16
名

が
参
加
し
て
い
る
。

他
、
ご
み
問
題
・
学
童
保
育

所
の
登
所
に
つ
い
て
質
問
。

ま
ち
の
課
題
を
解
決
で
き
る

政
治(
行
政
×
議
会)

を
つ
く
ろ
う

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

Q
（
永
見
市
長
に
）
市
政
と

ま
ち
の
課
題
５
つ
を
挙
げ
る

と
し
た
ら
、
何
か
。

A
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
を
根
底
に
し
て
、

①
少
子
高
齢
化
で
多
様
性
の

確
保
、
②
富
士
見
台
地
域
の

再
生
、
③
健
康
・
医
療
・
福

祉
、
④
教
育
と
子
育
て
、
⑤

文
化
芸
術
の
振
興
の
５
つ
。

Q
重
松
が
考
え
る
ま
ち
の
課

題
５
つ
を
残
り
２
回
の
議
会

で
市
長
に
問
う
。
１
つ
目
は
、

超
高
齢
化
と
格
差
時
代
の
社

会
保
障
を
ど
う
し
て
い
く
か
。

「
365
日
24
時
間
安
心
安
全
の

ま
ち
」
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

何
合
目
ま
で
来
て
い
る
か
。

A
地
域
包
括
ケ
ア
に
住
ま
い
、

医
療
、
予
防
の
概
念
が
入
り
、

大
量
死
の
時
代
到
来
を
考
え

る
と
、
ま
だ
１
合
目
の
印
象
。

Q
「
自
助
↓
共
助
↓
公
助
」

は
公
の
責
任
放
棄
だ
と
い
う

批
判
に
、
ど
う
答
え
る
か
。

A
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
行

政
が
負
う
と
し
て
も
、
地
域

の
支
え
合
い
は
不
可
欠
だ
。

Q
２
つ
目
の
課
題
は
、
都
市

空
間
を
ど
う
再
編
す
る
か
。

行
政
は
新
規
イ
ン
フ
ラ
よ
り

維
持
に
絞
ら
ざ
る
を
え
な
い

と
思
う
が
、
①
国
立
駅
周
辺
、

②
南
部
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

A
①
駅
前
に
豊
か
な
空
間
と

既
存
商
店
街
の
底
上
げ
を
、

②
生
活
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
空
間
を
つ
く
る
こ
と
、

が
優
先
課
題
で
あ
る
。
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待
機
児
童
対
策
、

が
ん
検
診
率
の
向
上
を　

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

Q
認
可
保
育
園
の
増
設
で
北

３
丁
目
の
保
育
園
建
設
が
一

時
中
止
と
な
っ
た
経
過
と
入

所
受
付
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
平
成
31
年
開
設
に
向
け
工

事
を
着
工
し
て
き
た
。
市
民

と
相
談
し
工
事
が
中
断
と
な

り
４
月
の
開
園
予
定
が
遅
延

し
た
。
全
体
131
名
の
当
初
予

定
定
員
が
４
月
１
日
か
ら
は

受
け
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
他
の
２
園
に
振
り
分

け
る
対
応
策
を
考
え
て
い
る
。

Q
市
民
の
健
康
づ
く
り
で
、

大
腸
が
ん
等
の
検
診
率
は
ど

の
よ
う
に
向
上
し
て
い
る
か
。

A
特
定
検
診
と
大
腸
が
ん
検

診
の
セ
ッ
ト
検
診
で
、
大
腸

が
ん
検
診
受
診
者
は
28
年
度

１
千
494
人
か
ら
７
千
554
人
の

５
倍
に
、
検
診
率
も
5.6
％
か

ら
27.8
％
の
５
倍
に
増
え
た
。

Q
今
後
の
が
ん
対
策
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は
。

A
死
亡
率
減
少
に
む
け
て
更

な
る
受
診
率
向
上
に
努
め
る
。

Q
交
通
不
便
地
域
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
試
行
運
行
と
課
題
は
。

A
試
験
運
行
率
は
5.3
％
で
大

幅
に
利
用
者
が
少
な
く
、
今

後
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
や
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
の
見
直
し
な

ど
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
。

Q
台
風
24
号
で
大
学
通
り
の

桜
が
倒
木
し
た
、
緑
地
帯
整

備
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
「
く
に
た
ち
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
協
議

し
て
い
る
。

歯
科
医
師
会
と
の
連
携
を
強
化
し

大
災
害
時
の
歯
科
治
療
に
備
え
よ

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  

議
員

Q
以
前
国
立
駅
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
の
一
般
質
問
を
し
た
が
、

そ
の
後
市
長
の
動
き
を
問
う
。

A
【
市
長
】
市
長
会
で
要
望

書
提
出
に
向
け
協
力
を
依
頼
。

中
央
線
複
々
線
化
促
進
協
議

会
で
Ｊ
Ｒ
へ
直
接
要
望
す
る

機
会
を
捉
え
前
に
進
め
る
。

Q
南
部
地
域
の
容
積
率
60
％

建
ぺ
い
率
30
％
の
緩
和
と
日

野
バ
イ
パ
ス
、
さ
く
ら
通
り
、

い
ず
み
大
通
り
沿
道
に
お
け

る
容
積
率
の
緩
和
に
向
け
た

用
途
地
域
見
直
し
は
。

A
Ｈ
30
よ
り
用
途
見
直
し
に

向
け
方
針
を
検
討
す
る
。
そ

の
後
は
都
の
調
整
、
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
を
図
り
用

途
の
見
直
し
に
取
り
組
む
。

Q
大
災
害
に
備
え
歯
科
医
師

会
と
医
療
救
護
訓
練
実
施
は
。

A
Ｈ
27
三
小
で
口
腔
ケ
ア
の

講
演
を
行
っ
た
が
そ
の
後
は

未
実
施
。
今
後
は
訓
練
実
施

に
向
け
歯
科
医
師
会
と
調
整
。

Q
薬
剤
や
医
療
品
の
備
蓄
は
。

A
医
療
品
確
保
は
協
定
締
結

済
だ
が
、
具
体
的
に
は
未
整

理
な
の
で
詳
細
を
詰
め
る
。

Q
過
去
の
予
算
委
員
会
等
で

質
疑
し
た
歳
入
増
に
向
け
て

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命

名
権
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
導
入
は
。

A
Ｈ
30
、
11
月
よ
り
事
業
者

提
案
事
業
と
し
て
実
施
。

Q
公
園
健
康
遊
具
の
設
置
は
。

A
幅
広
い
年
齢
層
に
応
じ
た

健
康
遊
具
の
設
置
を
検
討
。

他
、
大
学
生
に
対
し
消
防
団

活
動
認
証
制
度
導
入
を
質
問
。

員員

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順

議員対談企画 第5回（最終回）「一般質問」クロストーク 上村和子議員　関口博議員
望月健一議員　渡辺大祐議員 （司会：大谷俊樹議員）

 司会 本日は、一般質問経験者の方にお集まりいただきました。
議題とは直接関係なく、当該地方公共団体の権限に属する一般行政全般に渡り、
説明を求め、資する一般質問について伺います。
Ｑ　みなさんにとって一般質問とはどういうものですか？
 渡辺 私の中で一番しっくりくる表現は、行政との信頼関係の見える化、これ
をはかる手段の一つではないかなというように思います。
 望月 常任委員会の審査では、条例案に沿った質疑をすること
が基本でございます。一般質問では、行政の分野に関わらず、
横断的に自分の新たな提案ができることが魅力だと思っており
ます。
 上村  一期一会のライブだと思っています。ライブでなければいけない。だか
ら最初の檀上だけは用意した原稿を読みますが、再質問からはその場の真剣勝
負です。
 関口 僕はやっぱり行政に対するチェック機能。自分の基準に基づいて、視座
に基づいて行政をチェックする、点検するということ。もう一つは、市民の意
見を聞いて提案することによって実現していくための一つの場でもあると思っ
ています。
Ｑ　一般質問でのエピソードがあれば教えてください。
 渡辺 終わって「いろいろお世話になりました。生意気言って済みませんでし

た」なんて挨拶を、回るようにしているんですけど、それを繰
り返していくと「厳しい言い方だけど、含意はそこじゃないよ」
って職員さん同士でフォローしてくれる人が出てきてくれるよ

うな関係になれたというのが、エピソードのように思いました。
 望月 新人議員の9月議会で終末期医療のことを取り上げました。当時の市長
が終末期や地域包括ケアの専門家で、しっかりとした答弁を聴き大変感銘を受

けました。それから、当時の市長と地域包括ケアについて議論を深め合いまし
た。地域包括ケアについて繰り返し議会で取り上げ、これを生涯やっていこう
とライフワークのひとつとなりました。
 関口 私は1999年に初当選しました。次の年が2000年。コンピュータ2000年

問題があり、前職のコンピュータの知識が生かされました。一
番最初の質問の時、2000年問題を長い時間しゃべっていたら
「おまえ講義やっているみたいだよ」って言われました。それ
から市長時代は、受ける側です。議員23人の鋭い質問に頭を

フル回転させて対応しました。得難い経験をさせて頂きました。
 上村 20年間の議員活動の最初の頃は言いたいことを言う怒りの
質問でした。キレどころがあって、プチンと切れる。ほんとに冗
談じゃなく、議場に入るときロッキーのテーマが流れる。闘技場
だったんです。
Ｑ　最後に、一般質問される方へのアドバイスやメッセージを。
 渡辺 僕が心がけてきたことは、たった一つです。やっていただくのは職員さ
んというのは前提に置いてましたね。
 望月 市議会議員一人一人が、自分が市政
の流れを作っていくんだという意気込みで
政策を提案していただきたいと思います。
 上村 発言権というものを謳歌してほしい。
議会は多様性の合議制だから、誰も言わな
い、自分しか言えないものを一生懸命見つ
けてほしい。期待してます。
 関口 自分の立ち位置をはっきりさせて、
あらゆることにチャレンジしたりチェックしてほしいなというふうに思います。

▲

議
場
に
て

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈

夫
な
ま
ち
国
立
を
目
指
し
て

福
祉
と
教
育
の
両
面
か
ら

『
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
』
を
さ
ら
に
増
や
す
取
組

み
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
『
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
さ
ら
に
増
や
し
、

子
供
向
け
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
座
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
検
討
し
て
参
る
。

Q
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
構
築
の

た
め
、
地
区
担
当
保
健
師
は

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
に
注
力
す
べ
き
。
妊
娠
届

提
出
時
の
ゆ
り
か
ご
面
接
時

顔
写
真
入
り
の
資
料
を
用
い

て
、
地
区
担
当
保
健
師
を
紹

介
し
、
何
時
で
も
相
談
で
き

る
体
制
を
作
る
。
母
子
健
康

手
帳
に
地
区
担
当
保
健
師
の

名
前
を
明
記
し
て
頂
き
た
い
。

A
提
案
の
取
組
み
は
妊
婦
さ

ん
が
地
区
担
当
保
健
師
と
顔

の
見
え
る
関
係
作
り
が
で
き

る
と
思
う
の
で
、
ゆ
り
か
ご

面
接
で
実
施
し
て
参
る
。

Q
今
後
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
際
に
、
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
手
法

を
取
り
入
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
等
具
体
的
能
力
向
上
を
目

指
し
た
職
員
の
育
成
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ

ン
手
法
は
非
常
に
有
効
。
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等

の
育
成
も
徐
々
に
行
い
た
い
。

議
員

都
市
計
画
国
立
中
央
公
園
の
実
現

で
子
育
て
世
代
に
活
力
を
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
谷 

俊
樹  

議
員

Q
公
園
に
求
め
る
も
の
は
。

A
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
児

童
だ
け
の
利
用
で
は
な
く
て

子
育
て
世
代
が
集
え
、
お
年

寄
り
が
憩
え
る
と
い
っ
た
幅

広
い
年
齢
層
の
地
域
の
皆
様

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
子
育

て
世
代
が
求
め
る
の
は
、
安

心
で
安
全
に
子
供
を
元
気
よ

く
遊
ば
せ
る
空
間
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

Q
中
央
公
園
が
計
画
さ
れ
て

い
る
一
橋
大
学
敷
地
は
大
学

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で

全
体
を
す
ぐ
に
計
画
通
り
公

園
に
出
来
な
く
と
も
、
使
用

さ
れ
て
い
な
い
一
部
を
幼
児

向
け
公
園
を
含
め
て
交
渉
で

き
な
い
か
。

A
【
副
市
長
】
こ
の
都
市
公

園
は
昭
和
36
年
に
指
定
を
さ

れ
半
世
紀
を
超
え
て
公
園
化

さ
れ
て
い
な
い
。
土
地
利
用

の
現
況
等
々
考
え
る
と
、
す

ぐ
に
都
市
計
画
公
園
に
な
る

か
と
い
う
と
非
常
に
難
し
い
。

と
は
言
い
な
が
ら
も
市
民
ニ

ー
ズ
か
ら
当
面
実
効
的
な
形

で
何
が
で
き
る
の
か
、
一
橋

大
学
と
社
会
連
携
の
包
括
的

な
協
定
を
結
ん
で
い
る
の
で
、

こ
れ
を
基
本
に
一
橋
大
学
の

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
て
お
互
い

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
な

形
で
お
願
い
に
行
く
。

他
、
市
長
施
政
方
針
に
つ
い

て
、
視
察
の
状
況
に
つ
い
て
、

メ
ル
チ
ャ
リ
に
つ
い
て
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
試
験
運
行

に
つ
い
て
等
を
質
問
。

員

５回に渡り議員の対談企画をさせて頂きました。皆様いかがだったでしょうか？広報委員会では議会をより身近に感じて頂けるように研修を重
ね、様々な改革を行ってきました。さて、４月には議会の改選期を迎えます。今後もこの市議会だよりが皆様にとって、議会をより身近に感じ
る一翼を担うことを期待して、お礼と感謝の言葉にかえさせていただきます。お読み頂きありがとうございました。（大谷俊樹広報委員長）
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	くにたち市議会だより_2
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